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SMDとは
SMDとは“Smart Motion Detection”の略称で、「人」と「車両」を認識することができる動体
検知の機能です。

従来の動体検知では、画面の光の変化や葉っぱの揺れなどでアラームが鳴ることがありましたが、
SMDでは人や車両が画面に現れた時のみアラームを鳴らすことができます。

従来の動体検知 SMD

....色々なもの反応してしまい、誤報が多い。 ....人と車両のみに反応するので、誤報が少ない。

葉っぱの揺れ

光の変化
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SMDの使い方
カメラの画角内に人や車両が現れた時に「フラッシュ警告」「音声警告」「白色LED点灯（夜間のみ）」
をすることができます。

使用例）
・人がカメラの監視エリアに入ったら「フラッシュ警告」「音声警告」で警告します。
・夜間に人がカメラの監視エリアに入った時に「白色LED」を点灯させます。

SMDで監視エリア内に人を検知すると、
赤/青色のフラッシュによる警告を行います。

フラッシュ警告 音声警告 白色LED点灯

SMDで監視エリア内に人を検知すると、
音声による警告を行います。

SMDで監視エリア内に人を検知すると、
白色LEDを点灯させます。（夜間のみ）
この時、IR撮影モードからカラー撮影
モードに切り替わります。
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SMDを有効にする設定

①「設定＞イベント＞ビデオ検出」を選択します。
②チェックを付けます。
③「適用」をクリックして設定を保存します。

①

①

③

②
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SMDを有効にする設定

④「イベント＞スマート動体検知」を選択します。
⑤チェックを付けます。
⑥「有効ターゲット」で検出するターゲットを選択します。（人または車両）
⑦「適用」をクリックして設定を保存します。

④
⑤

⑥

⑦
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SMDの音声警告/フラッシュ警告の設定

①「イベント＞ビデオ検出」を選択します。
②「音声リンク」を有効にすると、人または車両を検出した
時に、カメラからアラーム音を鳴らすことができます。

③「警告灯」を有効にすると、人または車両を検出した時に、
 赤と青の警告灯を点灯させることができます。

④「適用」をクリックして設定を保存します。

①

②

③

④



設定手順④（IEでカメラにアクセス[無線]）
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SMDの白色LEDの設定

①
②

③
④

⑤

⑥

①「カメラ＞画像」を選択します。
②「プロファイル」を「夜間」に設定します。
③「補助光」を「スマートイルミネーション」に設定します。
④「モード」を「自動」に設定します。
⑤「適用」をクリックして設定を保存します。
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SMDのスケジュール設定

①「イベント＞ビデオ検出」を選択します。
②「スケジュール」から「設定」をクリックします。

①

②



設定手順④（IEでカメラにアクセス[無線]）
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SMDのスケジュール設定
③A,Bのどちらかの方法でSMDを有効にする曜日・時間帯を設定します。
(A)マウスでドラッグして緑のバーを追加・削除します。緑のバーの箇所が有効になっている時間帯となります。
(B)チェックボックスで曜日を指定し、各曜日で機能を有効にするの時間帯を入力します。
④「適用」をクリックして設定を保存します。

(A)

(B)

③

④
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SMDのスケジュール設定

⑤「適用」をクリックして設定を保存します。

⑤
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SMDの検知範囲の設定

①「イベント＞ビデオ検出」を選択します。
②「スケジュール」から「エリア」をクリックします。

①

②



設定手順④（IEでカメラにアクセス[無線]）
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SMDの検知範囲の設定
③エリアの色を選択します。
④SMDの検知エリアを設定します。色が付いている箇所が検知エリアです。
⑤各エリアごとに「感度」と「閾値」を調整することができます。
⑥「適用」をクリックして設定を保存します。

④ ③

⑤

⑥
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SMDの検知範囲の設定

⑦「適用」をクリックして設定を保存します。

⑦
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